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特集  祝･成人
税の申告がはじまります

２  

南アルプス市民憲章
緑かがやく自然を守り
なかよく美しい心を結び合い
未来にひらく豊かなまちをつくることを
アルプスの山々に誓います
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特　集

成 人成 人

１
月
11
日
、
桃
源
文
化
会
館
に
お
い
て
平
成
27
年
南
ア
ル
プ
ス
市
成
人
式
が
挙
行

さ
れ
、
市
内
の
８
４
８
人
が
成
人
を
迎
え
ま
し
た
。

式
典
で
は
、新
成
人
を
代
表
し
て
岡
﨑
英
一
さ
ん（
芦
安
地
区
）と
相
原
美
咲
さ
ん（
櫛

形
地
区
）
が
成
人
の
抱
負
を
、
新
津
陽
さ
ん
（
甲
西
地
区
）
と
塩
澤
千
夏
さ
ん
（
甲

西
地
区
）が
誓
い
の
こ
と
ば
を
宣
誓
し
、
出
席
者
は
新
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

大人になったことを自覚し、自ら生き抜こうとする青年。



南アルプス3

祝

　新成人が生まれた年の主なできごと
　海の日制定／記録的な猛暑（甲府 39.8℃を観測）／初の気象予報士国家試験／関東国際空港開港／ソニーが家庭用ゲーム機 
　「プレイステーション」を発売／ 21年ぶりに出生数が増大／阪神・淡路大震災／地下鉄サリン事件

成人とは、心身が発達して一人前になった人間。成年に達した人。おとな。
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平成 27年度　市民税・県民税・国民健康保険税の申告について
　平成27年1月1日現在で、市内に住所を有する方が、前年中（平成26年1月1日から12月31日まで）
の所得を申告します。※所得税の確定申告とは異なります。

税の申告がはじまります

申告相談について
税務課職員が各窓口サービスセンターで相談受付をします。
期　間　2月 5日（木）～ 2月 6日（金）
　　　　※芦安窓口サービスセンターは、2月 6日（金）のみ
時　間　8：30～ 12：00、13：00 ～ 16：00
場　所　本庁税務課・各窓口サービスセンター

※本庁税務課では、2月 2日（月）～ 3月 16日（月）まで申告相談を受付けていますが、でき
るだけ 2月 13日（金）まで（確定申告期間前）にお越しください。（土・日祝日は除く）

（注）申告が確定しないと、国民健康保険の減額の判定や後期高齢者医療保険料の算定、臨時福祉給付金の給付対象者の判定
　　 などに影響を及ぼす可能性があります。また、所得証明書を即時発行できない場合があります。

申告時に必要なもの
１　印鑑
２　生命保険料等（個人年金・介護医療保険料を含む）・地震保険料（地震保険・建更共済等）の控除証
明書

３　前年中に支払った国民年金保険料等の金額を証する書類
４　医療費の領収書（医療費控除を受ける方）
　　※明細書は事前に作成してからご来場ください。
　　（明細書は税務課・各窓口サービスセンターにあります。）
５　本人や家族が障害者等の場合はその手帳または障害者控除対象者認定書
６　その他
　　○給与所得のある方は給与の源泉徴収票
　　○公的年金所得のある方は公的年金等の源泉徴収票

　※営業所得、農業所得、不動産所得のある方は、収支の明細を
　　申告書裏面の収支内訳欄に記入してください。
　※収入のなかった方（扶養されていた方や遺族年金・障害年金
　　受給者、その他就職活動中の方等）も必ず申告してください。
　※住民税申告書がお手元にない場合は、税務課・各窓口サービスセンターで申告書をお受け取りください。

申告をする必要がない方
次のいずれかに該当する方は、住民税の申告が不要です。（年齢は 1月 1日現在）
①収入が公的年金等のみの 64歳以下の方で、年金の収入金額の合計が 98万円以下の方
　遺族年金・障害年金のみの方は申告してください。
②収入が公的年金等のみの 65歳以上の方で、年金の収入金額の合計が 148 万円以下の方
③収入が公的年金等のみで、公的年金等の源泉徴収票の内容に控除（扶養・障害・寡婦、生命保険料控除等）
を追加しない方

④収入が給与所得のみで、年末調整した給与支払報告書が会社などから市役所に提出されている方
※年末調整をしていない場合でも、支払い者（会社等）から市役所に給与支払報告書が提出されている
方で、申告内容に控除を追加しない方は、申告する必要がありません。

⑤所得税の確定申告書を提出する方



確定申告は国税である所得税を申告するもので、本来は税務署に提出するものです。
申告会場には税務署の職員はいません。市の職員が相談や申告書の仮収受を行っていますので、
一部の申告については、税務署での申告をお願いすることがあります。

【お問合せ】　税務課 　℡（282)7379
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     平成26年分   所得税 確定申告について

所得税
贈与税
個人消費税

３月16日(月)まで
３月16日(月)まで
３月 31日(火)まで

平成 26 年分の
申告・納税の期限

申告相談について
甲西会場　甲西支所2階会議室　
　　　　　2月16日（月）～27日（金）　※25日（水）は18：00まで受付
白根会場　健康福祉センター2階会議室　
　　　　　3月3日（火）～16日（月）　※11日（水）は18：00まで受付
受付時間　8：30～16：00（受付番号配布は8：15の予定）
※いずれも土・日曜日を除く
※休日は、3月8日（日）に白根会場で実施します。

市役所で確定申告される方へ
①確定申告書の作成は、自主申告となっています。
　確定申告書に収支内訳書の添付が必要となる方は、必ず事前に作成してください。
②医療費控除を受ける方は、税務課および各窓口サービスセンターに用意してある
　「医療費の明細書」を事前に作成してください。
③添付書類に不足がある場合は受付できません。必要な書類を忘れずにお持ちください。
④青色申告の相談は受付けしていません。税務署で相談してください。
　提出のみの場合は受付けを行います。
⑤譲渡所得、先物取引、雑損控除がある方は、税務署で申告をしてください。

甲府税務署による確定申告書作成会場
期　間　２月12日（木）～3月31日（火）
時　間　9：00～17：00（受付8：30～） ※土日・祝日を除く
場　所　甲府税務署　甲府市丸の内 1-1-18　甲府合同庁舎
※休日の開催日は、2月22日（日）と3月1日（日）の2日間です。
お問合せ／甲府税務署　℡（254）6105

税理士による年金および医療費還付申告広域指導について
期　間　2月12日（木）～13日（金）
時　間　10：00～12：00、13：00～16：00　
場　所　甲府市総合市民会館　1階多目的ホール　甲府市青沼 3-5-44
※受付の締め切りは、いずれも相談終了の30分前です。

公的年金等を受給されている方へ
　公的年金等の収入金額の合計額が400万円以下で、かつ公的年金等以外の所得金額が20万円以下である
場合は、所得税の確定申告をする必要がありません。（ただし、住民税の申告は必要です）
　また、所得税の還付を受ける場合は、確定申告書を提出する必要があります。
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市
で
は
、
男
女
が
共
に
「
個
」
と
し
て
輝
き
、
生
き

が
い
の
あ
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
さ
ら
な
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
推
進
し
て
い
く
た
め
、
第
２
次
南
ア
ル

プ
ス
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
「
南
ア
ル
プ
ス
ハ
ー

モ
ニ
ー
プ
ラ
ン
（
案
）」
を
作
成
し
ま
し
た
。
よ
り
実
効

性
の
あ
る
市
民
参
画
の
計
画
に
す
る
た
め
に
、
広
く
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

２
月
２
日
〜
３
月
３
日
ま
で

公
表
資
料
の
閲
覧
場
所　

み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進

　

課
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
櫛
形
図
書
館
内
情
報
コ
ー
ナ
ー

提
出
方
法　

公
表
資
料
を
確
認
の
う
え
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ 

　

ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
か
、

　

み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
へ
直
接
お
持
ち
く
だ

　

さ
い
。

①
氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※

記
載
が
な
い
場
合
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

②
提
出
様
式
は
自
由
で
す
。

　

参
考
様
式
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

③
電
話
、
口
頭
で
の
ご
意
見
提
出
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

第
２
次
南
ア
ル
プ
ス
市

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

●
お
問
合
せ
・
提
出
先

〒
４
０
０－

０
３
９
５　

南
ア
ル
プ
ス
市
小
笠
原
３
７
６

南
ア
ル
プ
ス
市
役
所　

み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

メ
ー
ル   danjokyodosankaku＠

city.m
inam

i-alps.lg.jp

電
話（
２
８
２
）６
４
９
３

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
２
８
２
）
６
４
４
９

　

昨
年
６
月
、
南
ア
ル
プ
ス
が

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
（
生
物

圏
保
存
地
域
）
に
登
録
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
送
付
さ
れ
た
登
録

証
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

開
催
日　

２
月
14
日
（
土
）

時
　
間　

第
１
部　

午
前
10
時
30
分

　
　
　
　

第
２
部　

午
後
12
時
30
分

場
　
所　

　

北
杜
市
須
玉
農
村
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
ー
ル

　
（
須
玉
ふ
れ
あ
い
館
ホ
ー
ル
）

内
　
容　

　

第
１
部　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
証
授
与
式

　

第
２
部　

大
鹿
歌
舞
伎
山
梨
特
別
公
演

主
　
催　

　

南
ア
ル
プ
ス
世
界
自
然
遺
産
登
録
推
進
協
議
会

　

南
ア
ル
プ
ス
世
界
自
然
遺
産
登
録
山
梨
県
連
絡
協
議
会

※

大
鹿
歌
舞
伎
は
、
長
野
県
大
鹿
村
に
３
０
０
年
続
く
無

形
民
俗
文
化
財
で
す
。

　

今
も
残
る
こ
の

舞
台
に
は
、
大
鹿

村
の
人
々
の
心
意

気
と
底
知
れ
な
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
受

け
継
が
れ
て
い
ま

す
。

●
お
問
合
せ
／
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室

　
　
　
　
　
　

電
話（
２
８
２
）７
２
６
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

登
録
証
授
与
式
記
念
式
典

　

Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
大
学
は
、市
内
の
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

市
の
若
手
職
員
が
共
に
学
び
、
地
域
を
考
え
よ
う
と
昨
年

６
月
に
開
講
し
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

10
回
目
と
な
る
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
び
か
ら
地
域

課
題
を
共
有
し
協
議
を
重
ね
、
こ
れ
か
ら
の
南

ア
ル
プ
ス
市
に
つ
い
て
の
提
案
を
発
表
し
ま
す
。

　
開
催
日　

２
月
10
日
（
火
） ※

参
加
自
由

時
　
間　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

場
　
所　

若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー  

わ
か
く
さ
ホ
ー
ル

発
表
テ
ー
マ　
「
情
報
配
信
」「
歴
史
・
伝
統
」「
次
世
代
を
担

　

う
子
ど
も
」 「
農
の
あ
る
風
景
」「
高
齢
者
・
交
通
」「
自
然
」

●
お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

電
話（
２
８
２
）７
３
２
５

　
　
　
　
　
　

若
者
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
き
い
て
み
よ
う

Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
大
学
発
表
会

　

市
民
か
ら
募
集
し
た
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
「
川
柳
・

標
語
」
の
入
選
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

展
示
場
所
／
展
示
期
間

　

櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

／
２
月
10
日
（
火
）
〜
17
日
（
火
）

　

甲
西
支
所
／
２
月
18
日
（
水
）
〜
３
月
３
日
（
火
）

　

白
根
支
所
／
３
月
４
日
（
水
）
〜
17
日
（
火
）

　

芦
安
支
所
／
３
月
18
日
（
水
）
〜
31
日
（
火
）

　

八
田
支
所
／
４
月
１
日
（
水
）
〜
14
日
（
火
）

　

若
草
支
所
／
４
月
15
日
（
水
）
〜
28
日
（
火
）

男
女
共
同
参
画
啓
発
作
品

「
川
柳
・
標
語
」を
展
示

●
お
問
合
せ
／
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

　
　
　
　
　
　

電
話（
２
８
２
）６
４
９
３
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き
れ
い
な
街
並
み
、
美
し
い
景
観
の
あ
る
場
所
に
は

住
ん
で
み
た
く
な
る
も
の
で
す
。

　

地
区
計
画
制
度
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

の
計
画
で
、
そ
の
地
区
に
お
住
ま
い
ま
た
は
土
地
を
所

有
さ
れ
て
い
る
方
が
主
役
と
な
っ
て
、
作
っ
て
い
く
も

の
で
す
。

　

住
民
が
連
携
し
て
地
域
の
特
性
や
課
題
を
も
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
あ
る
べ
き
姿
の
目
標
を
定
め
、
具

体
的
に
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

　

現
在
、柿
平
地
区
と（
櫛
形
）あ
や
め
が
丘
地
区（
櫛
形
）

の
２
箇
所
で
地
区
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
地
区
計
画
で
定
め
る
こ
と

　

地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
き
め
細
や
か
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
自
治
会
と
土
地
・
建
物
の
所
有
者
が
話

し
合
い
、
そ
の
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
目

標
・
方
針
を
定
め
ま
す
。

（
例
）

【
地
区
の
整
備
計
画
】　

公
共
施
設
、
生
活
道
路
、
公
園
、

　

広
場
等
の
配
置
に
つ
い
て

【
建
築
物
に
関
す
る
事
項
】　

土
地
の
用
途
、
敷
地
規
模
、

　

建
ぺ
い
率
、
容
積
率
、
高
さ
制
限
、
デ
ザ
イ
ン
等
に

　

つ
い
て

【
環
境
に
関
す
る
事
項
】　

生
垣
や
緑
地
の
普
及
、
樹
木

　

の
保
全
な
ど
に
つ
い
て

地
区
計
画
が
決
定
さ
れ
る
と･･･

　

地
区
内
で
建
築
行
為
や
開
発
行
為
を
行
う
場
合
に
市

へ
の
届
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
市
は
勧
告
お
よ
び
指
導
・

助
言
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

南
ア
ル
プ
ス
都
市
計
画
地
区
計
画

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り

●
お
問
合
せ
／
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　
　

電
話（
２
８
２
）６
３
９
４

地
区
計
画
の
進
め
方

　

お
住
ま
い
の
地
区
の
将
来
に
つ
い
て
、

夢
が
膨
ら
ん
だ
ら
、
そ
こ
か
ら
「
ま
ち

づ
く
り
」
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

共
感
で
き
る
方
々
と
話
し
合
い
・
勉

強
会
を
開
く
な
ど
し
て
、
仲
間
づ
く
り

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　

行
政
か
ら
資
料
提
供
を
受
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

①
地
区
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
る

・
今
の
住
環
境
を
守
り
た

・
建
築
の
ル
ー
ル
を
作
り
た
い

・
困
っ
た
こ
と
が
起
き
て
い
る　

な
ど

②
地
区
を
調
査
、
み
ん
な
で
感
想
を
話
し
合
う

・
地
区
の
よ
い
と
こ
ろ

・
問
題
点

③
課
題
を
整
理

・
地
区
の
課
題
を
整
理

・
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
決
め
、
実
現
の
た
め
ル
ー
ル
を

　
検
討
す
る
。

④
地
区
計
画
の
素
案
作
成

・
課
題
解
決
の
方
策
や
将
来
像
に
対
す
る
話
し
合
い

・
実
現
、
可
能
性  

な
ど

⑤
地
区
計
画
案
の
作
成

・
素
案
を
検
証
し
、
修
正
を
行
い
、
計
画
案
を
作
成
す
る

⑥
地
区
計
画
の
作
成

・
案
を
縦
覧
し
、
広
く
市
民
の
意
見
を
聞
く

・
都
市
計
画
審
議
会
を
経
て
、
市
が
決
定
す
る

11
月
20
日
、

あ
や
め
が
丘
地
区
が
決
定
し
ま
し
た

　

あ
や
め
が
丘
地
区
は
、
南
ア
ル
プ
ス
市
の
中
心
市
街
地

の
西
側
高
台
に
あ
る
地
区
で
、
南
側
斜
面
地
に
は
棚
田
が

広
が
り
、
東
側
を
望
む
と
市
内
の
街
並
み
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
甲
府
盆
地
全
体
が
一
望
で
き
る
と
て
も
見

晴
ら
し
の
よ
い
立
地
に
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
63
年
３
月
に
制
定
し
た
快
適
な
住
環
境
を
形
成
す

る
た
め
の
建
築
協
定
が
、
平
成
20
年
３
月
に
失
効
し
た
あ

と
、あ
や
め
が
丘
地
区
の
景
観
が
損
な
わ
れ
始
め
ま
し
た
。

　

地
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
良
好
な
住
宅
地
と

し
て
の
環
境
を
維
持
増
進
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
住
民

自
ら
地
区
計
画
の
導

入
を
考
え
て
、
作
成

に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

土
地
や
建
物
の
所

有
者
な
ど
の
住
民
が

主
役
と
な
り
、
低
層

住
宅
を
主
体
と
し
た

良
好
な
住
宅
形
成
を

方
針
に
し
た
地
区
計

画
を
策
定
し
、
市
は
、

都
市
計
画
審
議
委
員

会
を
経
て
地
区
計
画

と
し
て
決
定
し
ま
し

た
。

　

あやめが丘地区と市の中心市街地
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100歳祝

お

めでとう！

小笠原 満寿子 さん（十五所） 齊藤 きの江 さん（山寺）

 

特
別
障
害
者
手
当
制
度

　

特
別
障
害
者
手
当
は
、

身
体
ま
た
は
精
神
に
著
し

く
重
度
で
永
続
す
る
障
害

が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活

に
お
い
て
常
時
特
別
な
介

護
を
要
す
る
在
宅
の
20
歳

以
上
の
本
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

　

手
当
月
額　

２
６
，０
０
０
円

 

障
害
児
福
祉
手
当
制
度

　

障
害
児
福
祉
手
当
は
、
身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
で

永
続
す
る
障
害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
介
護
を
要
す
る
、
在
宅
の
20
歳
未
満
の
本
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

手
当
月
額　

１
４
，１
４
０
円

　 

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身
体
ま
た
は
精
神
に
中
程

度
以
上
で
永
続
す
る
障
害
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
父
母
等
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

手
当
月
額　

１
級　

４
９
，９
０
０
円　

                       

２
級　

３
３
，２
３
０
円

　

＊
い
ず
れ
の
手
当
も
所
得
制
限
等
で
支
給
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

各
種
障
害
者
手
当
制
度

に
つ
い
て

●
お
問
合
せ
／
福
祉
課

　
　
　
　
　
　

電
話（
２
８
２
）６
１
９
７

●
お
問
合
せ
／
国
保
年
金
課

　
　
　
　
　
　

電
話（
２
８
２
）７
２
４
８

　

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
に

は
「
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
」
が

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

〇
老
後
を
支
え
る
終
身
保
障

　
万
が
一
の
時
も
安
心

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
終
身
で

受
け
取
れ
る
一
生
涯
の
保
障
で

す
。
現
役
世
代
の
方
に
も
「
障

害
基
礎
年
金
」、「
遺
族
基
礎
年

金
」
な
ど
、
万
が
一
に
備
え
た

保
障
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

〇
保
険
料
免
除
等
に
つ
い
て

　
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
、
申
請
を
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
の
納
付

が
免
除
さ
れ
る
申
請
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

〇
学
生
や
若
年
者
の
た
め
の
納
付
猶
予
制
度

　

所
得
の
少
な
い
学
生
や
30
歳
未
満
の
方
が
保
険
料
の
納

付
を
先
送
り（
猶
予
）で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
社
会
保
険
料
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

　

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び
住
民
税

の
申
告
で
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金

老
後
だ
け
で
な
く
、

現
役
世
代
の
強
い
味
方
で
す

杉山 人　 さん（下市之瀬）巖威示



　新年恒例の南アルプス市出初式が消防本部で行われ
ました。
　式典では前南アルプス市消防団八田分団班長の秋山
周一さんに消防庁長官報償（銀杯２号）の伝達を行っ
たほか、第 48 回山梨県消防団員操法大会で優勝し、全
国大会で活躍した櫛形分団第４部を称え、山梨県消防
協会南アルプス支部表彰が送られました。
　また、地域に開かれた消防団を目指すため、消防ポ
ンプやはしご車の展示も行われ、多くの子どもたちが
訪れていました。

南アルプス９ 

1月４日
  南アルプス市消防団出初式
厳粛な雰囲気の中

1月８日

一年の交通安全を願う

交通安全祈願祭

　南アルプス警察署、交通安全協会、安全運転管理者協
議会と市役所関係者が出席し、小笠原地区の笠屋神社で
交通安全祈願祭が行われました。
　昨年山梨県では49人、このうち南アルプス市では６人
が交通事故で尊い命を落としています。
　交通事故で亡くなった犠牲者に対し黙祷を捧げ、今年
一年が安全な年となるよう祈りました。

第13回桃源郷マラソン事務局を開設
出場者募集はじまる

1月６日
　南アルプス桃源郷マラソン実行委員会は大会申し込みの受付開
始にあわせ、市体育協会内に事務局を開設しました。
　今大会のスペシャルゲストには、大阪国際女子マラソンやサン
フランシスコマラソンなどで優勝し、現在は三井住友海上女子陸
上部に所属し、プレーイングアドバイザーとして活躍している渋井
陽子さんです。
　参加申込の締切りは、２月20日です。

市内のできごと



中郡筋

西郡筋

中郡筋

西郡筋

神宮寺河原

居村
古屋敷

八幡

中ノ切

西花輪村内
西河原

三ツ境
→内田
→宮東
→青嶋

鏡中条村

山ノ神村

浅原村

大豆生田村

東南湖村

西南湖村

和泉村

藤田村

神宮寺河原

居村

将監堤

鍛冶新居

将監堤

浸食崖浸食崖

信玄堤信玄堤

高岩高岩

釡無川本流① 釡無川本流②

釡無川本流②（釡無川南流路）釡無川本流②（釡無川南流路）

鍛冶新居

古屋敷

八幡

中ノ切

西花輪村内
西河原

三ツ境
→内田
→宮東
→青嶋

鏡中条村

山ノ神村

浅原村

大豆生田村

東南湖村

西南湖村

今福村今福村

和泉村
宮沢村宮沢村戸田村戸田村

高田新田高田新田
高田村高田村

藤田村

甲府市

荒　川

昭和町

甲斐市(竜王)

韮崎市 甲斐市(敷島)

中央市(玉穂)

中央市(田富)

市川三郷町

白根地区

御勅使川扇状地

櫛形地区

若草地区

甲西地区

富士川町

水田

深田

畑地　

椚林

桑畑

松林

笹林

釡無川の旧河。道永禄３年(1560)
から天正11年(1583)頃【概念図】

明治21年の測量図に見る
土地利用状況

地図の範囲

南
ア
ル
プ
ス
市
を
襲
う
災
害
と
村
落
移
転

南
ア
ル
プ
ス
市
を
襲
う
災
害
と
村
落
移
転

流
転
す
る
村

流
転
す
る
村

西郡筋と中郡筋

現在の南アルプス市

域は、江戸時代には

その大部分が巨摩

郡西郡筋（にしごおりすじ）に属していました。

しかし、西郡筋と甲府盆地中央部の中郡筋と

の境は、かつて釜無川の本流が藤田と浅原、

東南湖と西南湖の間にあった時期に、釜無川

を境に決められたため、現在釜無川の西側に

ありながらも、浅原地区と東南湖地区は、西郡

筋ではなく中郡筋とされています。
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ふるさとの

南アルプス

　

み
な
さ
ん
の
普
段
目
に
し
て
い
る
川
の
流

れ
。実
は
永
久
不
変
の
も
の
で
は
な
く
、自
然

の
力
で
、時
に
人
の
力
で
、様
々
に
そ
の
川
筋

は
変
って
き
ま
し
た
。

　

最
近
の
研
究
で
は
、南
ア
ル
プ
ス
市
と
、昭

和
町
や
中
央
市
な
ど
を
隔
て
る
釜
無
川
の

川
筋
も
様
々
に
変
遷
し
て
い
て
、か
つ
て
甲
斐

市
竜
王
付
近
か
ら
東
側
に
向
か
って
い
た
流

れ
が
、戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
の
は
じ
め

頃（
四
〇
〇
〜
四
五
〇
年
ほ
ど
前
）に
は
、い

く
つ
か
に
分
か
れ
な
が
ら
、そ
の
本
流
の
ひ
と

つ
が
現
在
よ
り
も
西
側
の
若
草
地
区
の
藤
田

と
浅
原
の
間
、甲
西
地
区
の
東
南
湖
と
西
南

湖
の
間
に
向
か
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
釜
無
川
の
水
害
と
は
無
縁
だ
っ

た
地
域
に
川
が
押
し
寄
せ
る
こ
と
に
な
り
、

南
ア
ル
プ
ス
市
域
で
は
鏡
中
条
や
南
湖
な

ど
、こ
の
時
期
に
流
さ
れ
離
散
し
た
村
や
移

転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
村
が
い
く
つ
も
現
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
は
、河
道
の
整
備
が
進
み
、南
ア
ル

プ
ス
市
側
に
押
し
寄
せ
た
釜
無
川
の
流
れ
を

ふ
さ
い
で
、対
岸
に
押
し
返
す
堤
防（
将
監

堤
）が
造
ら
れ
る
な
ど
し
た
た
め
、釜
無
川
の

本
流
は
東
側
に
移
り
、現
在
の
流
れ
と
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。し
か
し
、川
筋
は
移
って
も

か
つ
て
釜
無
川
の
本
流
が
あ
っ
た
場
所
は
、川

が
氾
濫
し
た
場
合
、洪
水
流
の
通
り
道
と
な

る
こ
と
か
ら
、そ
の
後
も
度
々
大
規
模
な
水

害
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、江
戸

　
水害や地震を逃れ移転する村々
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柳
川

杖
の
歩
の
常
に
前
向
き
八
十
路
坂
　
　  

込
山
　
幸
江
（
西
南
湖
）

過
ぎ
去
れ
ば
皆
美
し
い
物
語
　
　
　
　  

小
田
嶋
　
康
子
（
鮎
沢
）

相
性
が
い
い
と
言
わ
れ
て
半
世
紀
　
　  

河
野
　
美
智
子
（
鮎
沢
）

今
年
又
田
打
ち
が
出
来
る
喜
び
を
　
　  

大
森
　
一
男
（
鮎
沢
）

紅
の
糸
老
後
を
生
き
る
命
綱
　
　
　
　  

飯
窪
　
純
雄
（
西
南
湖
）

賑
や
か
な
話
飛
び
交
う
夕
餉
ど
き
　
　  

塩
沢
　
進
（
落
合
）

山
茶
花
が
災
年
閉
め
て
花
は
咲
く
　
　  

厚
芝
　
房
雄
（
秋
山
）

夕
餉
の
膳
や
っ
と
母
似
の
新
家
庭
　
　  

深
沢
　
経
生
（
落
合
）

自
分
史
の
白
い
ペ
ー
ジ
は
秘
密
欄
　
　  

村
松
　
文
男
（
東
南
湖
）

慢
心
を
見
透
か
す
深
い
故
郷
の
山
　
　  

河
野
　
正
（
鮎
沢
）

主
治
医
と
の
会
話
触
診
安
堵
す
る
　
　  

安
藤
　
孝
（
鮎
沢
）

鏡 中 条 天文13年 1544

慶長17年 1612

藤　　田 享和２年 1802

浅　　原 天正14年 1586

慶長３年 1598

元和８年 1622

寛永19年 1642

1791

1532
～1601頃

寛政３年

南　　湖
(西南湖)
(東南湖）

天文年間～
慶長６年頃
宝永５年 1708

宝永５年 1708和　　泉

戸　　田
宮　　沢

明治41年以降 1908～

1573～1592

明治32～42年 1899～1909

大豆生田 天正年間

村　　名 移転の時期 西   暦

今福村と南湖村の間にあったとされる村。釜無川の水害により離散。

明治39年からの釜無川の水害を契機に順次北側の清水村地内に順次移転。

明治31年の釜無川の水害を契機に順次北側の清水村地内に順次移転。

西南湖同様、宝永４年の地震により滝沢川河川敷に移転。

西南湖村は、宝永４年（1707）の地震によりさらに西側の滝沢川河川敷に移転。

元の村地が、釜無川の本流となってしまったため、村を東西に分けて移転（東南湖・西
南湖）。西南湖移転先は、字車田・天神ノ木・前田。

釜無川の河道整理により西花輪地内の仮住まい村居に水害が多発。
相対的に安定していた釜無川西岸の字中河原に帰村。

村域に移転先がなくなり、釜無川東岸の西花輪村地内字西河原に村民のほとんどが移転。

宮東から字青嶋へ移転。

内田から字宮東に移転。

釜無川の水害により字三ツ境から、同じ村域内の内田に村居を移転。

水害により、村の東半分が村の西半分の西側、加賀美村との間にあっ。

移村地である字八幡が釜無川の水害により浸食され、現在の地（字中ノ切）に再び移転。

現釜無川本流下の神宮寺河原から崖上の字八幡に巨摩八幡宮とともに移転。

移転の原因と内容

鏡 中 条 天文13年 1544

慶長17年 1612

藤　　田 享和２年 1802

浅　　原 天正14年 1586

慶長３年 1598

元和８年 1622

寛永19年 1642

1791

1532
～1601頃

寛政３年

南　　湖
(西南湖)
(東南湖）

天文年間～
慶長６年頃
宝永５年 1708

宝永５年 1708和　　泉

戸　　田
宮　　沢

明治41年以降 1908～

1573～1592

明治32～42年 1899～1909

大豆生田 天正年間

村　　名 移転の時期 西   暦

今福村と南湖村の間にあったとされる村。釜無川の水害により離散。

明治39年からの釜無川の水害を契機に順次北側の清水村地内に順次移転。

明治31年の釜無川の水害を契機に順次北側の清水村地内に順次移転。

西南湖同様、宝永４年の地震により滝沢川河川敷に移転。

西南湖村は、宝永４年（1707）の地震によりさらに西側の滝沢川河川敷に移転。

元の村地が、釜無川の本流となってしまったため、村を東西に分けて移転（東南湖・西
南湖）。西南湖移転先は、字車田・天神ノ木・前田。

釜無川の河道整理により西花輪地内の仮住まい村居に水害が多発。
相対的に安定していた釜無川西岸の字中河原に帰村。

村域に移転先がなくなり、釜無川東岸の西花輪村地内字西河原に村民のほとんどが移転。

宮東から字青嶋へ移転。

内田から字宮東に移転。

釜無川の水害により字三ツ境から、同じ村域内の内田に村居を移転。

水害により、村の東半分が村の西半分の西側、加賀美村との間に移転。

移村地である字八幡が釜無川の水害により浸食され、現在の地（字中ノ切）に再び移転。

現釜無川本流下の神宮寺河原から崖上の字八幡に巨摩八幡宮とともに移転。

移転の原因と内容

南アルプス市南部周辺の主な村落移転

時
代
以
降
、明
治
に
至
る
ま
で
三
五
〇
年
余

り
に
わ
た
っ
て
、こ
の
旧
河
道
周
辺
か
ら
の

村
々
の
移
転
の
記
録
は
絶
え
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
、こ
の
旧
河
道
周
辺
は
地
盤
も
弱

く
、宝
永
地
震（
一七
〇
七
）の
際
に
は
、一
部

で
液
状
化
を
起
こ
し
、こ
れ
に
よって
村
が
移

転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
の
記
録
も
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
歴
史
を
ひ
も
解
け
ば
、こ
の
よ
う
に
市
域

南
部
に
あ
っ
た
村
々
の
多
く
が
、災
害
に
よ
っ

て
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
に
気
付

か
れ
、先
人
の
苦
労
が
し
の
ば
れ
ま
す
。し
か

し
一
方
で
、昔
の
川
の
道
筋
や
、村
々
の
災
害

の
歴
史
を
知
る
こ
と
は
、今
後
の
地
域
防
災

を
考
え
る
上
で
と
て
も
重
要
な
情
報
を
提

供
し
て
く
れ
ま
す
。
記
録
的
水
害
が
頻
発

し
、
東
海
地
震
な
ど
の
大
規
模
地
震
が
いつ

来
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
わ
れ
る
昨
今
、

皆
さ
ん
の
お
住
ま
い
の
地
域
の
歴
史
を
今

一
度
見
つ
め
直
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

かつて釜無川の本流があった藤田地区と浅原地区の間の耕地

ふるさと文化伝承館エントランス展示ふるさと文化伝承館エントランス展示

流転する村流転する村
～南アルプス市を襲う災害と村落移転～～南アルプス市を襲う災害と村落移転～

好評開催中

平成27年１月16日～５月13日　入場無料平成27年１月16日～５月13日　入場無料

今回ご紹介した、南アルプス市南部の村落移転の歴史を、関係資料とともに分りやすく展示しています。今回ご紹介した、南アルプス市南部の村落移転の歴史を、関係資料とともに分りやすく展示しています。

文
・
資
料
／
文
化
財
課
　

ゆ
う
げ

し
ょ
く
し
ん
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応急処置

冬
晴
れ
の
日
、
櫛
形
山
を
少
し
離
れ
た
場
所
か
ら
眺
め
て
み
ま
し
た
。

北
風
が
吹
く
こ
の
時
期
、
外
は
凍
て
つ
き
ま
す
が

真
冬
の
青
空
は
な
お
も
青
く
澄
み
渡
り
、
爽
や
か
な
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

和
櫛
に
似
て
い
る
か
ら
と
名
づ
け
ら
れ
た
山
。

山
の
名
前
に
は
多
く
の
物
語
が
あ
っ
て

そ
れ
を
読
み
解
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が

櫛
形
山
く
ら
い
、
誰
も
が
う
な
づ
け
る
名
前
は
そ
う
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

高
さ
が
２
，０
０
０
ｍ
も
あ
っ
て
、
間
近
に
行
け
ば

立
ち
は
だ
か
る
よ
う
な
ど
ん
と
構
え
る
櫛
形
山
。

釜
無
川
を
渡
れ
ば
、
い
つ
も
そ
こ
に
櫛
形
山
が
あ
り
ま
す
。

さとやま
日 記

櫛
形
山
の
自
然 

〜
里
の
風
景
、
小
さ
な
命
の
営
み
〜

真
冬
の
櫛
形
山
の
空

文・写真／ユネスコエコパーク推進室

 SATOYAMA  DIARY

春
を
待
ち
な
が
ら
、
き
び
し
い
冬
を
乗
り
越
え
て



南アルプス13

【お問合せ】　健康増進課　℡（284）6000　

慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

糖
尿
病
・
高
血
圧
な
ど
も
原
因
で
す

慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）と
は
？

　　

慢
性
に
経
過
す
る
す
べ
て
の
腎
臓
病
を
指
し
ま

す
。

　

患
者
数
は
、
１
，３
３
０
万
人
（
20
歳
以
上
の

成
人
の
お
よ
そ
８
人
に
１
人
）
と
考
え
ら
れ
、

新
た
な
国
民
病
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
（
糖
尿
病
、
高
血
圧
な
ど
）
や

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
の
関
連
も
深

く
、
誰
も
が
か
か
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。

　

し
か
し
、
初
期
に
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど

な
い
た
め
、
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
る
こ

と
が
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

慢
性
腎
臓
病
が
あ
る
と
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗

塞
な
ど
心
血
管
疾
患
発
症
の
リ
ス
ク
が
高
く
な

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
病
気
が
進
行
し
腎

不
全
に
な
る
と
、
最
終
的
に
は
『
人
工
透
析
』

が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

糖
尿
病
か
ら
慢
性
腎
臓
病
に

　
　
　
　
な
る
方
が
増
え
て
い
ま
す

　

糖
尿
病
か
ら
腎
不
全
に
な
り
人
工
透
析
を
開
始

す
る
患
者
数
が
急
速
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
に
よ
る
腎
機
能
の
変
化
を
抑
え
る
た

め
に
は
、『
血
糖
や
血
圧
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
』

こ
と
が
鍵
と
な
り
ま
す
。

　

腎
臓
は
１
度
あ
る
レ
ベ
ル
ま
で
悪
く
な
っ
て
し

ま
う
と
、
も
と
の
状
態
に
は
回
復
し
ま
せ
ん
が
、

生
活
習
慣
の
改
善
な
ど
で
病
気
の
進
行
を
遅
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
医
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
生
活
習

慣
の
改
善
（
減
塩
、
肥
満
・
運
動
不
足
の
解
消
、

節
酒
、
禁
煙
な
ど
）
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

※

腎
臓
が
悪
い
場
合
に
は
１
度
は
専
門
医
の
受
診

　

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

▲
日
常
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
▼

﹇
食  

事
﹈

●
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
す
る

●
自
分
の
体
に
あ
っ
た
適
量
の
食
事
を
す
る

●
１
日
３
食
規
則
正
し
く
食
事
を
す
る

●
塩
分
の
摂
り
す
ぎ
に
注
意
す
る

・
汁
物
は
１
日
１
杯
以
下
、
漬
物
や
佃
煮
は
１
回
の
量

　

を
減
ら
す
。

・
め
ん
類
の
汁
は
飲
ま
な
い
。

・
調
味
料
は
直
接
か
け
ず
小
皿
に
と
っ
て
つ
け
る
。

﹇
運  

動
﹈

●
適
度
な
運
動
を
心
が
け
る

　

糖
尿
病
や
高
血
圧
の
発
症
を
抑
え
た
り
、
適
正
な

体
重
を
維
持
し
た
り
す
る
た
め
、
適
度
な
運
動
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

﹇
飲  

酒
﹈

●
ア
ル
コ
ー
ル
は
適
量
を
心
が
け
る

【
１
日
の
適
量
の
目
安
】

・
ビ
ー
ル　

中
び
ん
１
本
（
５
０
０
ml
）

・
日
本
酒　

１
合
弱
（
１
６
０
ml
）

・
焼
酎
（
25
度
）　

１
０
０
ml

・
ウ
イ
ス
キ
ー
、ブ
ラ
ン
デ
ー　
シ
ン
グ
ル
２
杯
（
60　
ml
）

・
ワ
イ
ン　

グ
ラ
ス
２
杯
（
２
０
０
ml
）

※

こ
れ
ら
は
１
日
い
ず
れ
か
で
、
女
性
や
高
齢
者
は

　

こ
の
半
分
量
で
す
。　

●
週
に
２
日
は
休
肝
日
を
つ
く
る

﹇
喫  

煙
﹈

●
禁
煙
し
ま
し
ょ
う
！

　

喫
煙
に
よ
り
糖
尿
病
に
か
か
り
や
す
く
な
り
、
ま

た
、
腎
機
能
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。

0.34  

0.51  0.53  

0.29  

0.41  0.43  

平成23年 平成24年 平成25年  

南アルプス市 山梨県 

◆腎不全による医療機関受診率

国民健康保険疾病統計

（単位％）
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M
　今回で４回目となる、南アルプス市絵画コンクールの発表展です。
市内在学の小学生～高校生より募集した絵画作品を展示します。募集テーマは一般
部門が「南アルプス市に関すること」、ユネスコエコパーク部門が「ユネスコエコパー
クに関すること」となっています。
　春仙美術館には入賞作品および若草・櫛形・甲西地区の学校の作品を、白根桃源
美術館には八田・白根・芦安地区の学校の作品を展示します。
※応募多数の場合、以下の２期に分けて展示します。
　前期：２月 14日（土）～ 22日（日）　　後期：２月 28日（土）～３月８日（日）
　詳細は、美術館までお問い合わせください。

「第４回  南アルプス市絵画コンクール」展
２月14日（土）～３月８日（日）

美 術 館 Museum Information
M i n am i - A l p s  C i t y

【お問合せ】  春仙美術館　℡（282）6600　 　（282）6601

月 の 催 し 物 案 内２

白

白

櫛

図 書 館

作／飯野 和好
　 　　 出版社／絵本館　

『へのかっぱ        』 

お料理するって楽しい!子どもクッキング     』

       

 
一般書新刊案内

児童書新刊案内

著／葛 恵子
出版社／講談社

　　 

八 わ

甲

　デコカップケーキ、
だて巻き、きのこの炊
き込みごはん、クッ
キーのオーナメント
…。お誕生日 & お正
月からクリスマスま
で、親子で楽しく作れ
るイベントごはんのレ
シピを紹介します。保
護者へのアドバイスも
掲載。

　「いたちの最後っ屁」
「馬が合う」「狐につま
まれる」「ぬれねずみ」
など、よく使われる慣
用句を、芝居の一場面
を切り取ったかのよう
な面白さでユーモラス
に描いた絵本。

『

櫛形図書館臨時休館のご案内

10:30～

八

開館時間と休館日
  
☎（280）3300

２・９・12・16・23・24～26（蔵書点検）・27日休
 

白根桃源図書館 ☎（284）6010  
さわかく 図書館 ☎（283）1501

  

館八田ふれあい図書 ☎（285）5010

 

甲西図書館 ☎（282）7291

芦安分館の開館日

）☎（282 7285

火・金のみ開館

開館時間　13:00～17:00
櫛形図書館

２・９・11・16・23・27日休

平日9:30～19:00
土・日･祝日9:30～17:00 平日9:30～18:00　土・日9:30～17:00

櫛

M i n am i - A l p s  C i t y
Library Information

　櫛形図書館では、２月24日（火）から26日（木）まで、
蔵書点検に伴う臨時休館を実施します。
　また、27日（金）は月末館内整理日のため休館となります。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

開館時間　9:30 ～ 17:00
　　　　　（入館は 16:30 まで）

休  館  日　月曜日、祝日の翌日

入  館  料　無料

おはなし会  【幼児から小学校中学年向けのおはなし会】

  ７日(土) 14日(土) 21日(土)

毎週土曜日

朗読会

朗読会「おたのしみ処」    　７日（土）

20日(金)  24日(火) 25日(水)　

わ

甲

13:30～

おはなし会 0.1.2.  【乳幼児向けのおはなし会】

白

26日(木)

八 わ

シニア講座
「おひなさまのつるし飾り」　　20日（金）　　※要申込み

外国語のおはなし会
「英語であそぼう♪」　 　　21日（土）白

八

甲 28日(土)

10:30～

10:00～櫛
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各窓口サービスセンター

所在地　〒400-0395 山梨県南アルプス市小笠原376
　　　　℡055（282）1111（代表） 055（282）1112

編　集　南アルプス市役所 秘書課 7306）282（℡

　　　　 1100）582（℡ 田八 ／ 0003）382（℡ 根白 ／
2112）882（℡ 安芦　　　　 ／ 0013）282（℡ 草若 ／
　0213）282（℡ 西甲　　

http://www.city.minami-alps.yamanashi.jp/

FAX
総人口　　        　72,896人    (－ 17)
　男　　　　　　　35,929人　 (＋   2)

　女　　　　　　　36,967人 　  (－ 19)

　世帯　　　　　　26,719世帯 (＋ 12)

＜外国籍人口　　

 

 　877人    (＋　3)＞

　 
平成27年１月１日現在（対前月比）

今月の   
表紙　

No.143南アルプス広
報

子どもの写真を募集しています。

  父・哲哉　母・久美子（飯野）

 　　　 　　　

ALPS KIDS

　 父・幸治　母・三紀（曲輪田）

仮面ライダーがだいすきでとても元気。
　早く大きくなってネ。

生まれてきてくれてありがとう
のびのび元気に育ってね！

あ  る  ぷ  す  キ  ッ  ズ
短いコメントを添えて広報担当まで送ってください。

　1月11日、709名の
新成人が出席し南アル
プス市成人式が挙行さ
れました。
　あでやかな着物に身
を包み、友達と記念撮
影をしている様子です。

愛犬“やっくん”と仲良し♡

　■今月のイベント CLOSE UP

南アルプスに春を呼ぶ  生まれ変わった十日市２０１５

　■CATVによる市行政番組の放送について　各地区別の行政番組のチャンネルと放送時間は次のとおりです。
　　＜八  田＞チャンネル101　22:00  土曜更新　　　　　　　　　　　＜白根・芦安＞ チャンネル101　10:00、15:00 、22:00  木曜更新
　　＜若草・櫛形＞ チャンネル111　14:00、19:00 、22:00  木曜更新　　　＜甲  西＞チャンネル111　10:00、22:00  金曜更新

　【お問合せ】秘書課　℡（282）6037

日　時　２月１０日（火）　９時３０分～１６時３０分

　　　　２月１１日（水）　９時～１６時３０分

場　所　旧南アルプス消防署交差点から三田駐在所まで
　　　　（県道韮崎南アルプス中央線；約1.1km）

交通規制について　
●2月10日（火）
　①　8：00～18：00　全面通行止め
　②18：00～翌日8：00
　　・甲西バイパスより旧南アルプス消防署まで西進一方通行
　　・甲西バイパスより三田駐在所まで東進一方通行
●2月11日（水）祝日
　　8：00～19：00　全面通行止め
　※周辺の交通規制に従ってください。

【お問合せ】　若草窓口サービスセンター　
　　　　　　℡（282）3100　　（282）2900

　 父・祐介　母・由理（吉田）

らいき

星野  来旗くん（２歳）佐野  蒼弥
そうや

くん（１歳） 渡邊  桜雅
おうが

くん（11ヵ月）
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平成27年２月号
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お  知  ら  せ

固定資産税（第４期）
国民健康保険税（第８期）
後期高齢者医療保険料（第８期）
介護保険料（第８期：普通徴収）
※口座振替で納める方は、口座残 
　高をご確認ください。

受付時間　9:00～11:00
・実施日に都合が悪い場合は、必
　ず事前にご連絡ください。
・代理の方の場合は後日、本人に
　連絡します。
・母子手帳交付時に、妊婦一般健
　康診査受診票も交付します。
お問合せ／健康増進課
(284)6000　　(284)6019

　(株)南アルプスプロデュースで
は、６月オープン予定の南アルプ
ス完熟農園にて就職を希望される
方を対象に、説明会を行います。
　また、(株)南アルプスプロデュー
スでは、２月３日に開催される合
同就職面接会に求人企業として参
加します。
開催日　２月22日(日)
時　間　14:30～17:00
受　付　13:30～16:00
場　所　桃源文化会館
募集職種および人員
 総務関係　
●経理・庶務(日商簿記2級以上、
　試用期間後正社員登用あり)１名
●清掃係（パート）　　　　若干名 
 レストラン等飲食サービス関係
●主任調理師(要調理師免許、試用
　期間後正社員登用あり)　　１名
●調理師(要調理師免許、試用期間
　後正社員登用あり)　　　　１名
●調理補助(パート)　　　５名程度
●ホール係(パート)　　　５名程度
 マルシェ(直売所)関係
●サブマネージャー・バイヤー(試 
　用期間後正社員登用あり)　１名
●レジ係(パート)　　　　５名程度
●商品係(パート)　　　　５名程度

 農園管理関係
●農業研修生　　　　　　若干名
●農園アルバイト　　　　若干名
※すべての職種でシフト勤務体制
　となり、週休２日を基準にシフ
　トを組み立てます。給与、勤務
　体系等は経験等を考慮し当社基
　準によります。
お問合せ／
　(株)南アルプスプロデュース

　　　　 　　℡(284)0036
　http://kanjuku-farm.jp/

 ２月10日(火)は児童手当の支払
い日です。支払い日までに支払通
知書を発送しますので、内容を確
認し、通帳の記帳等をして金額に
間違いがないか確認してください。
※振込みが完了する時間は、金融  
　機関によって異なります。
お問合せ／子育て支援課
(282)7293　　(282)6095

今月の納期限は
３月２日です

南アルプス完熟農園
従業員募集説明会開催

児童手当の
支払いについて２月の健康相談・

母子健康手帳交付

場  所 実施日 

健康福祉センター 

(かがやきセンター) 

 
 
 
 

 

４日（水）
10日（火）
18日（水）
25日（水）
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 会場整理・運営　　　　
活動日　４月４日(土)
時　間　14:30～20:00
定　員　80名
 甲州軍団出陣運行補助　
活動日　４月４日(土)
時　間　14:00～17:00
定　員　30名
 祭り案内業務　　
活動日／時間
　４月３日(金)　15:00～19:00
　４月４日(土)　10:00～17:30
定　員　10名
 救護業務　　　　　　　　
活動日　４月４日(土)
時　間　14:30～20:00
定　員　10名
※いずれも原則として18歳以上  
　の方
※当日は日当(食事券)とスタッフ
　ジャンパーを支給します。
応募方法　はがきに住所、氏名、
　年齢、性別、電話、業務希望(祭
　り案内業務は希望日）、過去の経
　験の有無を明記し、〒400-0031
　甲府市丸の内１－８－17
　信玄公祭り実行委員会　ボラン 
　ティア係り宛まで送付。
　ファックス、Ｅメールも可。
Ｅメール
m-maruyama@yamakan-sk.jp

締　切　３月10日(必着)
申込・お問合せ／
　信玄公祭り実行委員会
(231)2722　　(221)3040

　スポーツ・レクリエーション祭
は、勝敗にこだわらない、楽しみ
ながら参加者相互のコミュニケー
ションを図ることを重点に、開催
されるイベントです。
　個人・グループ、初心者でも気
軽に参加できます。
開催日 ５月３日・17日・24日
種　目 22種目
締　切 ２月20日(金)
※詳細は市体育協会ホームページ
　を参照してください。
申込・お問合せ／市体育協会

　℡(236)8555

 職種および募集人員等
○保育士　　 　　　　　　　９名
○看護師　　　　　　　　　 １名
○調理員　　　　　　　　 　２名
○児童厚生員　　　　　　　 ２名
募集期間　２月２日(月)～13日(金)
※募集案内および申込書は、２月
　２日(月)から総務人事課で配布
　します。
試験日　２月19日(木)
内　容　面接試験
場　所　若草窓口サービスセンター
申込・お問合せ／総務人事課
(282)6084　　(282)1112

 職種および募集人員等
○土曜保育専任保育士　　　10名
○休暇代替調理員　　　　 若干名
○放課後児童クラブ指導員 若干名
募集期間　２月13日(金)まで
申込・お問合せ／子育て支援課
(282)7293　　(282)6095

開催日　３月４日(水)
時　間　13:00～15:00
場　所　甲西保健福祉センター
対　象　市内在住で自宅介護をし
　ている方
※参加無料、申込不要、送迎あり
※送迎申込締切　２月25日(水)
お問合せ／社会福祉協議会

　℡(283)4121

　戦国時代の装いで武田時代行列
に参加しませんか！
開催日　４月４日(土)
時　間　11:00～21:00(予定)
資　格　中学生以上で、着物や鎧
　を着て２ｋｍくらい歩ける方
定　員　大井夫人　1名(女性のみ)
　　　　侍女　　18名(女性のみ)
　　　　侍　　   14名
締　切　２月20日(金)　
※応募多数の場合は抽選(はじめて
　参加する方を優先します。)
申込・お問合せ／観光商工課
　(282)6294　　(282)6279

　大戦によって亡くなられた南ア
ルプス市出身の方々の霊を慰める
とともに、その家族を癒し平和の
大切さを市民と共有するために戦
没者慰霊祭を開催します。
開催日　２月28日(土)
時　間　13:30～15:30
場　所　櫛形生涯学習センター
※駐車場が少ないため、乗り合わ
　せてご来場ください。　
※慰霊にふさわしい服装で参列し
　てください。
※参列予定者　戦没者遺族300名
※戦没者数　1,981名
お問合せ／福祉総合相談課
(282)7223　　(282)6095

　生ごみの減量とリサイクルにご
活用ください。
期　間　２月２日(月)～
場　所　環境課、各窓口サービス
　センター
お問合せ／環境課
(282)6097　　(282)6096

　男女がともに、自分らしくいき
いきと暮らせる男女共同参画社会
をめざし、あらゆる分野で取り組
みを進めましょう！
対象者　市内在住の20歳以上の方
定　員　若干名
任　期　４月～平成29年3月
締　切　３月２日(月)
申　込　市ホームページ・市役所
　および各窓口サービスセンター
　に設置の応募用紙に記入して提
　出してください。
お問合せ／
　みんなでまちづくり推進課 
(282)6493　　(282)6449

介護者のつどい
リラックス体操とお茶会

戦没者慰霊祭

南アルプスハーモニー
プラン推進委員募集

第44回信玄公祭り
ボランティアスタッフ募集

４月採用予定
市臨時職員募集

　 募　集

ＥＭボカシの無料配布

第44回 信玄公祭り
「大井夫人隊」参加者募集

第27回県スポーツ・レクリ
エーション祭参加者募集

 

募  

集
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訪問先　豪州クィンビヤン市
　　　　米国ウィンターセット市
期　間　
　７月下旬～８月中旬(約10日間)
定　員　各10名
資　格　市内在住中学生
　　　　(平成27年４月１日現在)
募集期間　３月２日(月)～23日(月)
申　込　参加申込書に写真と作文
　を添付し、小中学校または国際
　交流協会へ提出してください。
その他　平成28年度訪問団来市時
　にホームステイ先になります。
申込・お問合せ／国際交流協会

℡(280)8345

　来訪者の満足度向上と更なる誘
客増加を目指した観光事業を皆様
と共に行っていきたいと考え、広
く会員を募集します。
年会費
・個人会員　　　　　　1,000円
・法人会員またはその他の団体

　10,000円以上
締　切　２月２０日(金)
※詳しくは、南アルプス市観光協
　会までお問合せ下さい。
お問合せ／市観光協会

℡(284)4204

　県の高齢者生涯学習の場である
山梨ことぶき勧学院では、27年度
の学生募集を行います。
入学案内　市教育委員会で配布
受　付　２月２日(月)～
※定員になり次第締め切り
修業年限　２年
※１年間で25講座実施
費　用　16,000円(入学後に基本
　学習費として納入)
※資料については生涯学習課まで

　℡(282)7778
お問合せ／山梨ことぶき勧学院

　℡(233)6947

　南アルプス市地域雇用創造協議
会では、観光産業分野(観光プラン
開発)と自然エネルギー分野(木質バ
イオマス活用)において、レシピや
事例発表を公開し、新たな事業展
開につなげ、雇用創出を目指すセミ
ナーを開催します。
開催日　２月26日(木)
時　間　10:00～12:00
場　所　桃源文化会館
対　象　事業主や創業予定者
定　員　10社(先着順)
締　切　２月20日(金)
申込・お問合せ／
　南アルプス市地域雇用創造協議会

･　(225)5370

 結婚相談(登録制)
開催日　毎月１日(１月は除く)
時　間　平日　  9:00～12:00
　　　　　　　18:30～20:30
　　　　休日　  9:00～15:00
　　　　　　　18:30～20:30
場　所　市民活動センター
持ち物　印鑑､スナップ写真１枚
要　件　男性50才、女性45才ま
　での健康な方
 消費者生活相談
　商品・サービスの契約に関する
トラブルなど消費生活に関する相
談とアドバイスをしています。
開催日　毎週火･木曜日(除祝日)
時　間　  9:00～12:00
            13:00～16:00
場　所　市役所本庁舎
 行政相談
　行政サービスに関する苦情や要
望などを受付けます。
開催日　2月13日(金)
時　間　13:30～15:30
場　所　白根窓口サービスセンター
開催日　2月20日(金)
時　間　13:30～15:30
場　所　市役所本庁舎

 不動産無料相談会
　不動産に関するトラブルなど、
宅建協会による相談会です。
開催日　2月18日(水)
時　間　13:30～16:00
場　所　若草窓口サービスセンター
 無料法律相談
　相続、土地・不動産、借金、離
婚などの法律に関する相談会です。
●司法書士会(予約優先1人50分)
要　件　市内在住
開催日　2月21日(土)
時　間　13:00～16:00
場　所　若草生涯学習センター
●弁護士会(予約制1人30分)
要　件　市内在住、予約年1回まで
開催日　2月27日(金)
時　間　13:00～16:00
場　所　市役所本庁舎
お問合せ／
　みんなでまちづくり推進課
(282)6493　　 (282)6449

開催日　２月19日(木)
時　間　  9:00～12:00
　　　　13:00～16:00
場　所　市役所２階会議室
持ち物　年金手帳または年金証書、
　ねんきん特別便または定期便
お問合せ／竜王年金事務所

℡(278)1100

　家族がもしかして認知症かも、
認知症の家族の介護がつらい、近
所の認知症の人にどう接すればい
いのかなど、ひとりで悩んでいま
せんか？
　認知症の人と家族の会「やまび
この会」が、相談をお受けします。
個人でもグループでも結構です。
開催日　２月20日(金)
時　間　13:30～16:30
場　所　健康福祉センター
※予約をしてお越しください。
申込・お問合せ／やまびこの会
　名取　　℡080(1091)8841

姉妹都市訪問団参加者募集

認知症についての相談会

社会保険労務士による
ねんきん相談会

 

募  

集

実践メニュー成果公開
セミナー参加者募集

南アルプス市観光協会　
会員募集

 

無
料
相
談 

無  料  相  談

山梨ことぶき勧学院
学生募集

みんなでまちづくり推進課
の各種相談会



●債務問題「クレジットやサラ金
　の返済が出来ない」
●こころの健康「眠れない」「アル
　コールの問題」
●消費問題「悪徳業者にだまされ
　ないか心配」「成年後見制度につ
　いて」
●その他「ひきこもりの家族がい
　る」「生活が苦しい」
　このようなことが原因でお悩み
の方の相談をワンストップで対応
します。
開催日　２月28日(土)
時　間　13:30～16:30
※１人30分程度(予約不要)
受付時間　13:15～15:30
相談方法　面談
相談員　弁護士・保健師・社会福
　祉士・精神保健福祉士など　
場　所　健康福祉センター
対　象　市内在住者
お問合せ／福祉総合相談課

℡(282)7250

　社会保険労務士による相談会です。
開催日　２月13日(金)
時　間 10:00～16:00
場　所　働く婦人の家
お問合せ／観光商工課
(282)6294　　(282)6279

　若者の就職支援のための第３回
サポステ移動相談会を開催します。
開催日　２月６日(金)
時　間　13:30～16:00
対象者　就職に意欲のある15歳～
　39歳までの方とその家族
場　所　若草支所２階第１会議室
内　容　専門スタッフによる仕事・
　自立・進路等の無料相談
申込・お問合せ／
　県若者サポートステーション

　℡(230)2239

　４月から年間を通し、手遊び・
読み聞かせ・工作・運動などを行
う幼児教室を開催します。
時　間　10:30～(約60分)
年会費　１組　1,000円
対　象　市内在住の１、２歳児と
　その保護者
定　員　各20組(先着順)
※なかよし・ケヤキは各15組
申　込　各児童館に直接申込み
受　付　２月３日(火)～10日(火)
 八田児童館
　毎月第２・４金曜日　１歳児
 若草なかよし児童館
　毎月第２・４木曜日　１歳児
 おおケヤキ児童館
　毎月第２・４金曜日　２歳児
 青少年児童センター
　毎月第１・３木曜日　１歳児
　毎月第１・３金曜日　２歳児
 白根児童館
　毎月第２・４水曜日　２歳児
 甲西児童館
　毎月第１・３金曜日・１歳児
申込・お問合せ／
　八田児童館　　 ℡(285)0042
　なかよし児童館 ℡(283)5344
　おおケヤキ児童館 ℡(284)7455
　青少年児童センター ℡(282)7324
　白根児童館　　 ℡(282)7461
　甲西児童館　　 ℡(282)7356

　シャフトの短いバドミントンラ
ケットで、スポンジボールの付い
たシャトルを打ち合うゲームです。
幅広い年齢層で楽しめます。
開催日　２月12日(木)、26日(木)
時　間　20:00～21:30
場　所　若草体育館
参加費　無料
申　込　不要
持ち物　運動着、室内シューズ
お問合せ／生涯学習課
(282)7778　　(282)6427

　芦安地区を流れる御勅使川を会
場に芦安渓流釣祭りを開催します。
　前日に芦安温泉郷に宿泊して釣
りを楽しむ「宿泊パック」と、当
日の釣祭りのみに参加する「日釣
り」があります。
　大きなイワナやヤマメを釣りあ
げた方には、商品を多数用意して
います。
　多くの愛好者のエントリーをお
待ちしています。
開催日　３月15日(日)
時　間　6:00～10:30
受　付　5:30～
場　所　御勅使川(芦安地区)
内　容　イワナ・ヤマメの体長を
　競います。
※ルアー・フライ等は禁止
※子ども・初心者専用エリアあり
参加料
 宿泊パック
　Ａ(民宿・旅館)　　　12,000円
　Ｂ(ペンション・旅館) 13,000円
　Ｃ(旅館)　　　　　  15,000円
 当日参加　(おにぎり豚汁付き）
　大人4,000円　子ども2,000円
締　切　
　宿泊パック　３月１日(日)
　当日参加　　３月８日(日)
申込・お問合せ／市観光協会

℡(284)4204

　大正時代以降の雛飾りや、小笠
原流礼法による節供飾りの展示を
行います。
　華やかに彩られる安藤家住宅を
ご覧ください。
期　間
　１月31日(土)～４月６日(月)
時　間　9:00～16:30
　　　　(入館は16:00まで)
場　所　重要文化財安藤家住宅
観覧料　大人300円 子ども100円
休館日　火曜日(祝日は除く)、
　　　　祝日の翌日
お問合せ／文化財課
　(282)7269　　(282)6427
　安藤家住宅　 　℡(284)4448

市立児童館の幼児教室
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生活困りごと相談会 第12回南アルプス市
芦安渓流釣祭り

年金・賃金・労災などの
相談会

安藤家の雛祭り

「働きたい」を
カタチにしよう！！
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イベント・講演会等

ファミリーバドミントン
教室
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 冬の自然観察ツアー
　冬にしか楽しめない自然を探し、
観察します。
開催日　２月７日(土)　
時　間　10:00～12:00
場　所　県民の森森林科学館
参加費　無料
定　員　15名
持ち物　防寒着、歩きやすい靴等
 間伐体験
　木を間引いて森林を育てる間伐
作業を体験します。
開催日　２月８日(日)　
時　間　10:00～12:00
場　所　県民の森森林科学館
定　員　15名　※参加無料
持ち物　作業しやすい服装、防寒
　着、歩きやすい靴、軍手等

 星空観察会
　空気が澄みわたった県民の森か
ら素晴らしい冬の星空を観察しま
しょう。
開催日　２月27日(金)　
時　間　20:00～21:00
　　　　(雨天・曇天中止)
場　所　県民の森森林科学館
参加費　無　料(申込不要)
持ち物　防寒着
 バードウォッチング
　県民の森に集まる冬の鳥たちを
解説付きで観察できます。
開催日　２月28日(土)　
時　間　8:30～9:30(雨天中止)
場　所　県民の森森林科学館
参加費　無　料(申込不要)
持ち物　双眼鏡（貸出しあり）
申込・お問合せ／森林科学館

℡(283)5718

開催日　２月７日(土)
時　間　14:00～15:30 (受付13:30)
場　所　峡西病院
テーマ　認知症の「気付き」と対応
講　師　浅川　理　医師
　　　　(峡西病院院長)
内　容　自分や家族が気付く物忘
　れは、加齢によるものなのか？
　認知症によるものなのか？どの
　ような時に『気付く』のか？
　講演後の寸劇でよりわかりやす
　く、認知症への理解とその対応
　について皆さんと一緒に考えた
　いと思います。
対　象　認知症に関心のある方
※参加無料ですが、事前に申し込
　みをしてください。
申込・お問合せ／峡西病院

℡(282)2151

加齢による物忘れと認知症
との違いについて学ぶ

県民の森森林科学館
教室案内

申込・お問合せ／生涯学習課
（282）7778　　　　（282）6427　

※各講座とも応募者多数の場合は抽選となります。
※定員以下の場合は開講できないことがあります。

生涯学習講座のご案内

 寒仕込み味噌作り教室

　寒仕込みの味噌はゆっくりと熟成されていてとて
もおいしくなります。親子での参加も大歓迎！
開催日　2月21日(土)　8:30～11:00　　
場　所　農畜産物加工処理施設（ハッピーパーク北側）　
受講料　2,500円（材料費込）   定員  15名

 はじめての茶道教室

　お茶のいただき方や点て方を基礎から学び、教養を
身につけ、日本古来の伝統文化にふれてみましょう。
開催日　2月19日、26日、3月5日
　　　　各木曜日　全3回　19:00～21:00
場　所　若草生涯学習センター
受講料　600円（お茶、菓子等代込）　定員  15名
講　師　齋藤宗鈴 氏

※今回の講座の受付期間は、
　すべて2月2日(月)～9日(月)までです。
　なお、申し込みに空きがある場合は、受付期間
　を過ぎても受け付けています。

 パソコン初心者教室（エクセル編）

　文章入力はできるけれどエクセルがわからない
という方にお勧めです。エクセルの知識を身につ
け、日常生活に役立てましょう。
開催日　2月20日、27日、3月6日、13日
　　　　各金曜日　全４回　13:30～15:30
場　所　櫛形生涯学習センター
受講料　2,500円（教材費込）
定　員　19名（文章入力のできる方）

 暮らしにゆとりと笑顔を！整理収納講座

　春は引越し等モノの移動が多い季節です。整理収納
の効果、手順、維持等を整理収納のプロがアドバイス
します。
開催日　3月6日(金)　19:30～21:00
場　所　櫛形生涯学習センター　
受講料　200円（資料代込）　定員   20名

 上弦の月と木星・金星・天王星を観る会

　県内最大級の望遠鏡で絶好の星日和、澄んだ空気
のもと、上弦の月や惑星などを観ましょう。
開催日　2月28日(土)　18:30～20:00
場　所　ふるさと天文館（八田「樹園」隣り）　
受講料　100円　　定員  15名
※悪天候により中止することがあります。

 親子櫛形山トレッキングツアー写真展

　生涯学習講座で昨年開催した親子櫛形山トレッキン
グツアーに参加された方が撮影した写真を展示します。
期　間　2月14日(土)～3月8日(日)　月曜休館
　　　　9:30～17:00（入館は16:30まで）
場　所　白根桃源美術館　
入館料　無料（申込不要）
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開催日　２月14日(土)
時　間　15:00～17:00 (開場14:30)
場　所　東京エレクトロン
　　　　韮崎文化ホール
入場券　全席自由席　5,000円
お問合せ／
　南アルプスユネスコエコパーク
登録記念音楽祭実行委員会事務局

℡(227)5656

開催日　２月21日(土)
時　間　10:30～11:30
題　名　「なかよしおばけ」他
場　所　櫛形生涯学習センター
参加費　無料(申込不要)
お問合せ／櫛形図書館・櫛形生涯
　学習センター　
℡(280)3300　℡(282)7286

　数枚の版木を作り、摺り重ねて
ひとつの作品に仕上げる「多版多
色摺り版画」を制作します。
開催日　２月21日(土)、28日(土)
時　間　10:00～16:00
※昼食は各自ご用意ください。
場　所　春仙美術館
定　員　16名(要申込・先着順)
※両日ともに参加できる中学生以上
材料費　１人1,000円
講　師　雨宮千鶴(版画家)
申込・お問合せ／春仙美術館
(282)6600　　(282)6601

開催日　２月28日、３月１日
時　間　10:00～17:00
　　　　(３月１日は15:00まで) 
場　所　甲斐市双葉公民館
内　容　絵画、彫刻、生け花、
　　　　折り紙、クラフトなど 
お問合せ／甲斐市双葉公民館

℡0551(20)3666

開催日 ２月15日(日)
時　間 10:00～15:00
場　所 森岡料理教室(巨摩中南側)
参加料 1,800円 
対　象 小学生以上
　　　　(児童は保護者同伴)
定　員 20名
　(応募多数の場合は抽選)
内　容 南アルプス市産のフルー
　ツを使ったフルーツソース作り
　と市内菓子店のスイーツ試食会
申込・お問合せ／市観光協会
(284)4204　　(282)5010

開催日　２月10日(火)
時　間　13:00～16:00
受　付　12:00～15:30
場　所　アピオ甲府
内　容　
　合同面接コーナー
　種別施設相談コーナー
　福祉の仕事なんでも相談コーナー
　ハローワーク相談コーナー
　関係機関相談コーナー
　福祉人材センター登録コーナー
お問合せ／県社会福祉協議会 功刀 

℡(254)8654

　県内医療機関に勤務する、それ
ぞれの領域におけるアレルギー専
門の先生が、一般の方を対象にわ
かりやすい講演を行ないます。
開催日　２月８日(日)
時　間　14:00～16:00
場　所　山梨大学医学部
　(玉穂キャンパス)臨床小講堂
内　容　花粉症・アトピー性皮膚
　炎・食物アレルギー・気管支喘
　息・舌下免疫療法について
参加料　無料(申込不要)
お問合せ／山梨大学医学部
　耳鼻咽喉科・頭頸部外科医局
　(平日10:00～15:00)

℡(273)6769

県立図書館
イベント情報

 山日ＹＢＳ席書き大会  公開審査
開催日　2月8日(日)
時　間　9:00～
場　所　県立図書館　1階
内　容　各部門を公開審査します。
入場料　無料(申込不要)
 春をよぶ朗読ライブ
開催日　2月11日(水・祝)
時　間　13:30～15:30
場　所　県立図書館　2階
内　容　ボランティアと中・高校 
　生が文学作品を朗読します。
参加料　無料(申込不要)
 かいぶらり健康フォーラム④
　NPO法人がんフォーラム山梨と
の共催で健康を考えるイベントを
開催します。
開催日　2月14日(土)
時　間　13:00～17:00
場　所　県立図書館　1階
内　容　がん予防をテーマとした
　ワークショップを行います。
参加料　無料(申込不要)
 切り絵にチャレンジ！
　富士山の姿を「切り絵」にする
ワークショップと作品展示を行い
ます。
開催日　2月21日(土)
時　間　14:00～15:30
場　所　県立図書館　1階
内　容　田中克樹氏を講師とする
　「切り絵」のワークショップと、
　観覧無料の作品展示を行います。
参加料　500円
定　員　30名
※要申込(ワークショップのみ)
「如月寄席」
　山梨落語研究会に協力いただい
て開催する楽しい落語会です。
開催日　2月22日(日)
時　間　14:00～16:00
場　所　県立図書館　2階
内　容　山梨落語研究会のメンバー
　による落語・粋曲・大喜利などを
　行います。
入場料　無料(申込不要)
定　員　120名　
申込・お問合せ／
　県立図書館　企画振興担当　
(255)1040　　(255)1042

完熟フルーツソースを
作ろう！

福祉の就職総合フェア
inやまなし

山梨アレルギー
市民フォーラム2015

南アルプス
ユネスコエコパーク
登録記念音楽祭

ことぶき勧学院
中北教室展示発表会

子ども映画会

木版画実技講座
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開催日　２月28日(土)
時　間　13:30～15:30
場　所　県立大学  飯田キャンパス
講　師　糸川昌成 氏
対象者　精神障害者・家族・精神 
　保健福祉医療関係者・他関心の
　ある方
参加料　無料
申込・お問合せ／
　県精神障害者家族会連合会事務局
　山梨県障害者福祉協会事務局  北野
(252)0100　　(251)3344

開催日　２月25日(水)
時　間　19:30～
場　所　健康福祉センター
参加費　非会員　1,000円
　　　　会　員　  500円
定　員　20名
持ち物　エプロン、三角巾、持ち 
　帰り用タッパー
申込・お問合せ／国際交流協会

℡(280)8345

開催日　２月７日(土)
時　間　14:00～14:45 (開場13:40)
場　所　高度農業情報センター
参加費　無料(申込不要)
対　象　５歳ぐらいまで
定　員　約200名
お問合せ／高度農業情報センター

℡(285)1883

開催日　２月15日(日)
時　間　13:30～15:00
場　所　若草生涯学習センター
ゲスト　雨宮知子さん
　BS日本テレビ「それゆけアンパ 
　ンマンくらぶ」に出演し子ども
　たちの人気者に。小さな子ども
　でも楽しめる手遊びも用意して
　います。
お問合せ／若草生涯学習センター

　    ℡(283)83118

　障害の有無に関係なく、どなた
でも参加できます。
　ご友人やお知り合いをお誘い合
わせの上、来場下さい。
開催日　３月１日(日)
時　間　13:30～(開場13:00)
場　所　岡島ローヤル会館
内　容　記念講演、人工内耳装用
　者の体験発表、相談会
参加費　無料
お問合せ／日本耳鼻咽喉科学会
　山梨県地方部会事務局

℡(273)9765

開催日　２月７日(土)
時　間　12:00～16:00
場　所　櫛形生涯学習センター
内　容　
○展示　美術部、写真部、茶道部、
　華道部、自然科学部
○発表　箏曲部、音楽部、吹奏楽
　部、軽音楽同好会、有志(ダンス)
○活動　ボランティア委員会、家
　庭クラブ、生徒会本部
お問合せ／巨摩高等学校　安田

　　℡(282)1163

　バドミントンコートで、スポン
ジボールと専用ラケットを使い行
う室内テニスです。
開催日　毎週木曜日
時　間　19:30～21:30
場　所　市内小学校体育館
対　象　中学生以上
持ち物　室内シューズ
※無料体験期間あります。　　　
申込・お問合せ／
　スポンジテニスクラブ代表
　　志村　  ℡090(3095)0073

　まず一歩をふみ出しましょう。
　「すみれの会」ではそのお手伝
いができればと思っています。
　毎月１回、当事者・ご家族の集
まる場を市内で開催し情報交換な
どを行っています。
　関心のある方はお電話をお待ち
しています。
お問合せ／すみれの会　清水

　℡090(5416)8748

開催日　２月14日(土)、15日(日)
時　間　14日 10:00～17:00
　　　　15日 10:00～15:00
場　所　小笠原小学校体育館
※２月５日まで展示作品を募集し
　ています。
お問合せ／
　小笠原・山寺地区分館長  塩田
　　　　  　　℡(282)3243

　山梨県桃の会月例会を開催します。
開催日　２月14日(土)
時　間　13:30～16:30
場　所　山梨県福祉プラザ
参加費　家族で1,000円
　　　　(当事者は無料)
内　容　講演、グループワーク
お問合せ／篠原 

・　0554(66)4073

テーマ　「富士山」 
開催日　２月３日(火)～28日(土) 
時　間　10:30～16:30 
場　所　カフェ・ギャラリー 　蝶の家
　　　　(小笠原幼稚園隣り) 
定休日　日曜、月曜、木曜 
入場料　無料 
※写真、絵画、など展示を募集中。 
※手話体験あります。 
お問合せ／大山隆治

(284)1556 

シャンブレイ事業第71弾
知子おねえさんと歌おう

櫛形中央公民館 小笠原・
山寺地区分館まつり

「心の病気」の新しい捉え方
と治療についての考え方

耳の日フェスタ
耳の日記念講演会

八田ふれあい情報館で
人形劇の上演

　 市民からのお知らせ

手作り肉まん教室

2015巨摩フェスタ「見つ
け出そうＫＯＭＡの色彩」

　スポンジテニスクラブ
クラブ員募集

ひきこもりについて一緒
に考えてみませんか？

全国ひきこもりKHJ親の会
山梨支部

カフェ・ギャラリー
蝶の家 「写真展開催」
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お問合せ　管財契約課　℡(282)6092

市役所関係

企業局関係

お問合せ　企業局総務課　℡(282)2016

開札日 件     名 履行場所 請　負　者 契約金額（円）

12月 １日 公共下水道耐震補強工事（甲西１工区） 荊沢地内 ㈱岩間建設 15,984,000

12月 １日 公共下水道管渠布設工事（飯野２工区） 飯野地内 ㈲清水工設 11,124,000

12月 １日 公共下水道管渠布設工事（十五所３工区）明許 十五所地内 ㈱青柳興業 9,396,000

12月 １日 東南湖水路改修工事 東南湖地内 ㈱金丸工務所 7,128,000

12月 １日 東落合橋防水舗装工事 落合地内 新津建設㈱ 4,914,000

12月 １日 市内区画線修繕工事（北部地区） 南アルプス市内 ㈱フロンティアサイトー
南アルプス営業所 4,752,000

12月 １日 市内区画線修繕工事（南部地区） 南アルプス市内 ㈱ニッコー保安施設 4,752,000

12月 １日 防災行政無線屋外子局バッテリー交換工事（若草地区） 南アルプス市内 ㈲峡西シーエーテーブイ 1,477,440

12月11日 公共下水道舗装本復旧工事（上今諏訪工区） 上今諏訪地内 中建産業㈱ 9,828,000

12月11日 マンホールポンプ機械・電気設備工事（鏡中條工区） 鏡中條地内 ㈱渡辺工業所 9,720,000

12月11日 平成２７年度版家庭ごみ収集カレンダー印刷業務 南アルプス市内 ㈲新星堂印刷 3,369,600

12月11日 平成２７年度南アルプス市消防団新入団員用装備
（活動服及びアポロキャップ）購入

十五所地内 ㈲ヤマト商事 5,261,760

12月11日 平成２７年度南アルプス市消防団新入団員用半長靴購入 十五所地内 ミドリ安全山梨㈱ 952,560

12月11日 業務系端末統合環境サーバ機器購入 飯野地内 ㈱ＹＳＫ　e-com 17,258,400

12月15日 林道下安通前坂下線法面補修工事 芦安安通地内 ㈲清水工設 1,976,400

12月15日 南アルプス市通学路簡易整備工事（街路灯設置） 南アルプス市内 青木電工㈱ 3,456,000

12月15日 公共下水道舗装本復旧工事（飯野４工区） 飯野地内 高野工業㈱ 5,454,000

12月15日 落合小学校下水道接続工事 落合地内 ㈲ケーシー金丸工務店 7,128,000

12月15日 南湖小学校下水道接続工事 西南湖地内 ㈲武井設備 4,158,000

12月15日 落合小学校屋外プールろ過装置ろ過材取替工事 落合地内 ㈲甲西管工 1,987,200

12月15日 南アルプス市防災備蓄倉庫改修工事（北部） 南アルプス市内 ㈲相澤建設 4,212,000

12月15日 南アルプス市防災備蓄倉庫改修工事（南部） 南アルプス市内 ㈱青柳興業 3,218,400

12月15日 南アルプス市立養護老人ホーム慈恵寮樋雪害修繕工事 小笠原地内 ㈲上野工務所 1,490,400

12月18日 若草２級７号線道路改良舗装工事 寺部地内 山鉄興業㈱ 40,716,000

12月18日 貸与被服購入（消防職員新規採用予定職員２名分） 十五所地内 ㈲ヤマト商事 957,312

12月25日 若草３２１号線道路維持工事(２工区) 浅原地内 ㈱内田建設 7,128,000

12月25日 十五所５号線水路改修工事(２工区) 十五所地内 村松興業 3,466,800

12月25日 暗渠排水路清掃業務委託 南アルプス市内 クリーンヘルス㈱ 2,970,000

開札日 件　　名 履行場所 請　負 　者 契約金額（円）

在家塚配水池系送配水管布設工事（在家塚５－３工区） 在家塚地内 ㈲塩谷工業 11,037,600

公共下水道事業に伴う給配水管布設替補償工事（飯野２工区） 飯野地内 ㈲東設備 2,505,600

消火栓新設工事① 徳永地内 ㈲江藤工業所 1,188,000

消火栓新設工事② 有野地内 ㈲鈴木設備工業 1,209,600

消火栓新設工事③ 沢登地内 ㈲甲西管工 1,166,400

高尾第２減圧槽建設工事実施設計業務委託 高尾地内 オリジナル設計㈱
南アルプス営業所 5,616,000

（主）甲斐芦安線道路改良工事に伴う給配水管布設替工事 野牛島地内 ㈲江藤工業所 5,724,000

在家塚配水池系送配水管布設工事（在家塚5-4工区） 在家塚地内 ㈲ケーシー金丸工務店 13,824,000

八田浄水場次亜注入設備更新工事 野牛島地内 甲信商事㈱ 甲府支店 2,916,000

藤田浄水場残留塩素計設置工事 藤田地内 小山電機工業㈱ 3,132,000

12月24日

12月24日

12月24日

12月24日

12月17日

12月17日

12月17日

12月17日

12月 ３日

12月 ３日


